
令和７年度　評価項目の達成及び取組状況 神門幼稚園

学校関係者評価

達成及び取組状況 評　価 評　価
達成及び取組状況をふまえ、成果と課題等を明らかにし、自己評価する。
その際、必要に応じ、保護者アンケートの結果も含める。

評価基準により段
階評価を行う。

評価基準により段
階評価を行う。

自己評価及び学校関係者評価をふまえた改善策や次年度の目標を具体
的に示す。

教育課程・指導 ①学年・学級経営
教職員は、教育目標の達成を目指し
た学級経営を行っているか。

年度初めに園の教育目標や学級経営について、職員間で話したり共
通理解をしたりし、各学級の経営案を作成、保育に取り組んでいる。教
職員アンケートで、保育の評価についてＡ評価がやや低いので、保育
の振り返りについて今後の課題と捉えている。

4 4

経験年数の浅い職員を含め、学級経営する中で、悩んだり困っ
たりしたことを話し合うTT会という研究職員会を実施し成果を感
じた。互いの考えを伝え合ぅことで、具体的な保育の振り返りがで
き、学級経営に反映しつつあるので、継続して取り組みたい。

②幼児理解
教職員は、一人一人の幼児の発達の
姿から課題を捉えて保育を行ってい
るか。

一人一人の幼児の発達や内面をしっかり理解し保育できるように、ＴＴ
会と称した職員会で，互いの保育や幼児の捉えについて話し合いを深
めた。幼児を多面的に捉えて，成長や課題を明確にするように努め
た。

4 4
幼児理解についても、TT会を継続させ、子供の捉え方が細やか
にできるようにしていきたい。また、関連する研修会に積極的に
参加したり、良い書籍などを伝え合い、活用したりしていきたい。

③特別支援教育
特別な支援を必要とする幼児の実態
や課題を明確にし、計画的・組織的
に指導を行っているか。

支援が必要な幼児や保護者について，入園前から保育幼稚園課、保
健師と連絡を取り支援体制が取れるようにしている。入園後も心理士
や幼児教育指導員と連携を取ったり場合によっては，出雲養護学校の
教育相談などもお願いしている。個々の実態に応じて支援ファイルを作
成し小学校に送付するなど、安心して就学に向かえるようにしている。

3 4

専門機関との連携を継続しながら、一人一人の子供の発達に
あった対応や関わりができるように努めていく。保護者の心情を
受けとめ、気持ちを支えたり具体的な園での様子を伝えたりし
て、安心して通園できるようにする。小学校との情報共有も大切
にしていく。

④人権・同和教育
教職員は、自らの人権感覚を磨き、
幼児に人権意識の芽生えを培うよう
に配慮しているか。

同和教育を基底に据えて日々取り組んでいる。職員は園内研修や市
の研修などに参加し，人権意識を高めように努めた。幼稚園生活の中
で場面を捉え，相手の気持ちに気付いたり「ごめんなさい」が伝えられた
り，体験を通して育まれるようにしている。

4 4

職員の人権意識が高まるように、積極的に研修等に参加する。
子供たちの行動や表情などから内面や友達関係などを敏感にく
み取り、場面にそって適切な対応を取っていきたいと思う。職員
間で、問題意識ももちながら、互いに気づきあえる職員同士の関
係性を構築していく。

⑤行事
教職員は、行事を幼児の発達を促す
機会と捉え、工夫、改善している
か。

前年度の反省を元に、幼児の発達にあった内容で、主体性を大切に
取り組むよう工夫した。神門の地域の特性や人と関わりを大切に、豊か
で楽しい体験を積み重ねた日々の保育を行事に取り込み、保護者にも
子供の成長を感じてもらうことができた。

4 4

引き続き、子供の興味関心にそった内容を、子供主体に取り組
めるように、行事の内容を検討していく。行事を通して子供の成
長や幼稚園教育についての理解を深めてもらえるので、クラス便
りなどを工夫して保護者に伝えていくようにする。

⑥保幼小連携
近隣の小学校等との連携を密にし、
なめらかな接続に努めているか。

定期的な交流を年間計画に位置づけ実施している。神戸川小学校の
５年生と「ほかほか交流」で親しみをもち、小学校への期待感も高まっ
た。地域の保育園や古志幼稚園とは５歳児同士の交流も行っている。
保幼小連携推進の研修も、神戸川小学校区として受け、連携・接続の
大切さや架け橋期カリキュラムの作成に向かって意識を高めた。

4 4

これまでの交流を年間通して実施できるように、連携を取りなが
ら進めていく。また、架け橋期のカリキュラムについては、夏期休
業中の研修会を通して、神戸川小学校区で検討することで、作
成できるようにしたい。

家庭・地域との連携 ⑦家庭・地域との連携
幼稚園と保護者、幼稚園と地域（未
就園児等）との協力関係はできてい
るか。

保護者はとても熱心で，幼稚園教育に理解があり、保育活動や環境整
備など参加率も高い。地域の方もとても協力的で、今年度も栽培活動
をはじめ、園児が興味を持った陶芸活動やコミセンでの手作り絵本の展
示など園児の豊かな体験につながった。

3 3
幼稚園教育への理解を深めてもらいながら、子供たちが取り組
む活動として実現できる地域との交流や地域の活かし方を考え
ていきたい。今年度、実施して良かったことは、継続していく。

研修 ⑧研究・研修

教職員一人一人が、園内外の研究・
研修の機会を自己研鑽の場として受
け止め、進んで研究・研修に取り組
んでいるか。

職員は資質向上のため，積極的に研修会に参加している。また、研修
後は文書や口頭で伝達し，職員間で共有したり保育に活かしたりしてい
る。今年度は，幼児教育指導員を招いての園内研究会に、他園の研
究主任も参加し、マトリックスを用いて協議を深め，学ぶことができた。

4 4

職員の経験年数などを考慮しながら、効率的に研修に参加し、
学びを深めていきたいと思う。ＴＴ会を実施し、保育について、気
軽に話し合える雰囲気や時間を大切にしていくことで、職員が
チームとして向上していくように取り組んでいく。

組織運営 ⑨園務
教職員は、他教職員と協働し、計画
的に園務を遂行しているか。

それぞれに園務分掌が決まっているが、職員同士が声をかけ合って、
支障なく進むよう協力できた。行事の起案や職員会を早めに行い取り
かかることで，内容の見直しや修正などもスムーズに行えた。

4 4

教頭は担任の仕事と教頭の業務で多忙であることや、若い職員
も仕事に不慣れであることなど、それぞれの状況を考慮して、互
いに助け合って園務を進めるように声がけしていく。互いに協力
が得やすいように、早め早めに進めていくことを心がける。

安全管理・保健管理 ⑩危機管理
園の危機管理及び幼児の安全や衛生
の管理体制を全教職員が理解し、適
切な対応に努めているか。

避難訓練、防犯訓練を計画的に実施し，園児や職員が適切な対応が
取れるように取り組んだ。また、交通安全教室は，保護者の白鳥クラブ
と共に実施し，園児と保護者とも交通安全への意識を高めることができ
た。保護者への緊急連絡はマメールを利用し，先般の地震の時も，園
児の避難の様子について連絡することができた。

3 3

交通安全について、子供だけでなく保護者意識も高まるようにお
便りや交通安全教室の実施など行っていく。1月に大きな地震が
起きたため、あらためて避難や対応についての検討したことを踏
まえ、次年度に活かしていきたい。

教育環境整備
⑪園地・園舎・遊具等
の施設・整備

園地・園舎・遊具等の施設・設備を
定期的に点検し、必要な改善・管理
を行っているか。

毎月、安全点検を行い，必要に応じて修理したり教育施設課に報告し
て点検，修繕を行ったりし、園児の安全安心な，園生活に努めている。
園舎や遊具が古くな利、日常的に気をつけている。園庭や畑の環境整
備については、今年度も慶人会や保護者の皆さんに協力していただ
き、大変ありがたかった。

3 3

園舎内外の整備について、保護者や慶人会の皆さんにご協力
をいただきながら、実施していく。園舎や遊具を使う様子に気を
つけ、安全面について少しでも気になることなどあれば、施設課
に連絡を取るなど、早急に対応する。

※評価基準　４：十分達成している　３：概ね達成している　２：改善を要する部分がある　１：大いに改善を要する

自　己　評　価

分　　野 評価項目 評価の着眼点

　評価結果を踏まえた今後の取り組み


